
令和５年９月定例会 一般質問発言通告一覧 

令和５年９月１２日  

【一般質問】 

令和５年９月１２日（火）午前９時３０分から（発言者４人） 

順 質  問  者 質      問      事      項 

１ 
柳 原 秀 一 

（創政会） 

防災 

○ 台風第７号による犀川の越水被害について 

・ 市は気象情報から、今回の台風第７号の及ぼす影響についてどの

ように想定していたのか 

・ 全市の最新被害状況、及び物部地区の床上・床下浸水の被害状況

は。また、災害発生に至った原因についてどのように推測している

のか 

・ 今回のような雨が降った場合、犀川流下能力で対応できたものな

のか 

・ 今後の対策についてどのように考えているのか 

・ 農林業、商工業、住宅に関する国、府及び市独自の支援策は 

○ 避難所の運営について 

・ 避難指示発令のタイミングや今後の情報伝達方法の対策は 

・ 指定避難所の体育館の空調設備の設置状況と熱中症に対する対策 

 は 

 〇 災害ボランティアについて 

  ・ 災害ボランティアセンターへの依頼方法等について 

 〇 空き家が被災した場合の対応について 

  ・ 空き家が被災した場合の支援制度は 

  ・ 行政としての対応策は 

 

２ 
本 田 文 夫 

（民政会） 

防災 

○ 台風第７号について 

 ・ 台風第７号の被害調査の結果は 

 ・ 災害応急復旧の状況は 

 ・ 避難所開設の基準は 

 ・ 今回、土石流はもちろんのこと流木が目立ったがその原因は 

○ 住宅被害への対応について 

・ 今回平成３０年７月豪雨と同じ個所で、床上・床下浸水等の被害

が発生しているが、今後の対策は 

・ 災害対応の対象にならない対応は 

・ 今回の被害で移転希望の方の対応は 

 ○ 農業被害への対応について 

・ 農道や田畑の法面崩落被害への対応は 

・ 水稲被害に対する対応は 

 ○ 今回の被害の総括について 

・ 台風第７号に伴う被害の教訓を今後の防災・減災にどのように生

かすのか 

・ 今回の被害で多くの災害復旧費が必要になるが、今年度当初予算

の見直しはあるのか 

 



消防 

○ 舞鶴市とのはしご自動車共同整備について 

・ 綾部市におけるはしご自動車の必要性は 

・ はしご自動車が必要になった災害時の現在の対応は 

・ はしご自動車共同整備に至った経緯は 

・ 共同整備のスケジュールは 

・ 共同整備費用及びランニングコストは 

・ 配置場所・維持管理・運用方法は 

・ 出動基準は 

 

３ 
井 田 佳代子 

（日本共産党） 

防災 

○ 台風第７号の特徴は 

・ 地球温暖化と異常気象による局地的豪雨のメカニズムは 

 ○ 大雨の被害を減らすための農林施策推進を 

・ 水田の耕作放棄地を田んぼダムにする考えは 

・ 防災上の観点から森林の水源涵養能力の現状は 

・ ため池の貯水量の調整による洪水被害防止は 

・ 農地耕作条件改善事業の取組予定は 

○ 台風第７号被害補助申請要件の緩和を求める必要があるのでは 

・ 京都府地域交響プロジェクト交付金活動実施対象期間の延長を求

める必要があるのではないか 

・ 自治会単位の申請では間尺に合わない。市上乗せの考えは 

 〇 ほ場への水路の復旧対策が必要ではないか 

・ 水路の復旧ができないことが離農につながらないように対策を 

 

高齢者福祉 

 〇 高齢者保健福祉計画策定は保険料などの負担軽減を 

  ・ 高齢者実態調査結果から、老々介護、保険料や利用料負担に対す

る不満などについて声が上がっているが見解は 

・ 実態調査の声を次期計画に反映し、保険料据え置きや利用料の独

自軽減策を 

・ 令和４年度介護給付費準備基金の見込み額はどうか 

 

４ 
安 藤 和 明 

（民政会） 

駅北開発 

○ 駅北整備事業の完成について 

  ・ 駅北複合施設の愛称募集の結果とオープンイベントなどは 

・ 北部産業創造センターとの相乗効果を期待したいが連携は 

・ 駐車場の駐車台数の現状は 

・ 使用率の低い駅北側駐車場の活用について 

 〇 駅北側自転車置き場のマナー悪化対策について 

  ・ 駅南北駐輪場の駐輪台数の現状と管理は 

  ・ 駐輪場の抜本的整備について 

 

教育 

○ 教職員不足の現状と対策について 

・ 産休・育休代替教職員等教育関係職員の不足について、市内各学

校の現状は 

・ 教育現場での人材不足や教職員の長時間労働の改善など教職員の

働く環境の改善のための方策は 

・ 府北部地域での教員確保のための奨学金制度や「地域枠」の府北



部の大学に教員養成課程設置や教員資格取得のための京都府総合教

育センター北部研修所の充実は 

 〇 次期教育振興基本計画答申と本市の教育方針について 

  ・ 令和５年３月に答申の次期教育振興基本計画の概要は 

  ・ 次期計画のコンセプト「持続可能な社会の創り手の育成」及び「日

本社会に根差したウェルビーイングの向上」の概要となぜ今ウェル

ビーイングなのか 

  ・ 綾部市でのウェルビーイングのための取組は 

 〇 生涯学習について 

  ・ 市民大学講座の役割と生涯学習ポイント制度の創設は 

 

 



【一般質問】 

令和５年９月１３日（水）午前９時３０分から（発言者４人） 

順 質  問  者 質      問      事      項 

５ 
酒 井 裕 史 

（民政会） 

教育 

 ○ 八田幼稚園の今後について 

・ 八田幼稚園の地域や小・中学校との交流状況について 

・ 延長保育の時間延長について 

・ 今後の八田幼稚園の方向性について 

 

福祉 

○ ヒアリングフレイルへの対応について 

・ ヒアリングフレイルの概念と認知症進行リスクの周知について 

・ ヒアリングフレイルをサポートする人の養成講座実施について 

・ ヒアリングフレイルを予防する取組について 

 

６ 

河 北 ひさ子 

（みらいのあやべ） 

 

災害 

○ 台風第７号における災害復旧について 

・ 田んぼの土砂除去や農道補修工事はどこまで対応可能か 

・ 西方・仁和・志賀郷の河川の氾濫により被害にあわないための対

策は 

・ 多少なりとも管理されている被害にあった空き家の支援ができな

いものか 

・ 京都府地域交響プロジェクト交付金の申請期限が９月末になって

いるが、手続きをスムーズにするため、志賀郷地区自治会連合会事

務所に窓口を開設できないか 

 

７ 
藤 岡 康 治 

（民政会） 

地域活性化施策 

○ 地域の商工繁栄会の衰退について 

・ 商工繁栄会の推移と実情は 

・ 市街地とそれ以外の地域の事業者の割合は 

○ 山間部の生活必需品店の維持について 

・ 食料品店、日用品店やガソリンスタンドなど生活必需品店登録に

よるＭＡＰ掲載や商品券発行など、支援ができないか 

・ 商店等が新たな取組をする際の支援は 

・ 商店等が運営する組織が行う経営・研修活動への支援は 

 

移住・定住促進 

○ まちなか移住について 

・ 空アパートの利用促進について、お試し移住体験などをしてはど

うか 

○ あやべ水源の里の発展について 

・ 対象集落の現状は。また、未指定の集落への呼びかけは 

・ 水源の里集落の対象要件の見直しを 

・ 地域をデザインするデザイナーやクリエイターの発掘・移住の呼

びかけを 

 〇 全国水源の里連絡協議会について 

・ 全国の自治体に呼びかけ、組織拡大を 



８ 
梅 原 哲 史 

（創政会） 

教育 

○ 教育を受けたくなるまち綾部について 

  ・ 市内小・中学校の不登校児童・生徒数は 

・ 保護者から教育機関への相談状況は 

・ 不登校児童・生徒の保護者の考え方に変化はあったのか 

・ 社会的に自立することを目指すとは 

・ 教育的配慮を要する指定外就学の件数は 

・ 不登校支援としての指定外就学の評価は 

・ 不登校の未然防止策として就学の自由選択制の導入を 

 

社会福祉 

○ 戦没者慰霊碑の維持・管理について 

・ 戦没者慰霊碑の維持・管理の現状認識は 

・ 民間建立についての経緯を踏まえて、市の考えは 

 

都市計画 

 ○ まちなか空間向上計画の策定について 

  ・ 都市計画マスタープラン（案）の市街地の要点は 

・ 立地適正化計画の達成状況に関する指標とは 

・ 立地適正化計画の進捗状況は 

・ まちなか空間向上計画策定の手順は 

・ まちなか空間向上計画を住民が我が事とするために 

 

 

 

 

 

 



【一般質問】 

令和５年９月１４日（木）午前９時３０分から（発言者３人） 

順 質  問  者 質      問      事      項 

９ 
中 島 祐 子 

（みらいのあやべ） 

原発 

 ○ 原発の再稼働と避難の実効性、安定ヨウ素剤の事前配布について 

・ 原子力規制委員会による高浜原発３号機の「対応区分の引き下げ」

について市の認識は 

・ 避難計画の不備を理由に東海第二原発で運転差し止め判決が出て

いることを踏まえ、市は現状での老朽原発を含めた原発の停止を強

く求めるべきでは 

・ せめてもの初期被ばく対策として希望する全市民への安定ヨウ素

剤の事前配布を 

 

10 
塚 﨑 泰 史 

（日本共産党） 

防災 

 ○ 台風第７号災害について 

・ 地球温暖化、異常気象の影響がどのように表れたか 

・ 平成３０年７月豪雨との共通点や相違点は 

・ 今後想定外の被害はどこでも起こりうる。新たな認識に立った対

策を 

 〇 自然災害発生時の心のケアについて 

・ 健康被害調査の結果と特徴は 

・ 子どもへの取組の現状は 

・ 諸機関の連携による情報共有、学校や保育園等の職員に負担にな

らないよう体制強化を 

 〇 犀川越水の対策について 

  ・ 平成３０年７月豪雨による越水の原因と実施された対策は 

  ・ 犀川が再び越水した要因は。また、今後の対策で強化されること 

 は 

・ 他の府管理河川について、同様の災害を起こさないための点検と

検証を府に求める考えは 

 

原発 

○ ＡＬＰＳ処理水の海洋放出、高浜原発１号機の再稼働について 

・ 政府によるＡＬＰＳ処理水の海洋放出決定に対する市長の見解は 

・ 国内最古の高浜原発再稼働に反対の表明を 

 

保健福祉 

 〇 水夢を利用する入浴機会の困難な方への支援について 

・ 入浴の状況と課題は 

・ 公衆衛生の観点で、入浴が目的の利用者に合わせた制度の新設を 

 



 

11 
吉 崎 篤 子 

（日本共産党） 

避難 

○ 避難のあり方について 

・ 台風第７号の特徴は 

・ 台風第７号に伴う避難所開設と今後の検証 

 

定住 

○ 空き家の有効活用について 

・ 空き家バンクの登録数と希望者の相談内容は 

・ 空き家バンクの登録を増やすための施策は 

 〇 ＵＩターン者の定住促進について 

  ・ ＵＩターン者への定住支援住宅制度の効果と今後は 

 〇 空き家の災害対応について 

  ・ 台風第７号によるり災空き家に対する災害ボランティアの対応は 

 

ジェンダー平等 

○ ジェンダーギャップの対策について 

・ ジェンダーギャップ解消の研修における参加状況と反応は 

・ ジェンダーギャップ解消にむけての取組と今後の展開について 

・ 男女とも育児休業制度の取得状況と対策は 

 

 


